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M のついた問題は、マークシートにマークすること。選択肢が 2 文字(例；ab)の場合は、2 ヶ所をマークすること。 

Ⅰ.以下の空欄を埋め、また下線部の選択肢のうち最も適当なものを選びなさい。 

なお、図１は検査で撮影した眼底写真です。 

 被験者の耳側は、図 1 で(M1)（a. 左側である、b. 右側である、c.この図では判断できない）。 

 人が物体を見つめている時、その物体の像が投影されるのは(M2)（a. A、b. B、c. AB 両方、d. 

AB 以外の場所）である。 

 視神経が網膜から出て行く場所は、(M3)（a. A、b. B、c. AB 両方、d. AB 以外の場所）であ

る。視神経は（         ）細胞の軸索の束で、第 (M4)(a. Ⅰ、b. Ⅱ、c. Ⅲ、d. Ⅳ、

e. Ⅴ 、ab..Ⅵ、ac. Ⅶ、ad. Ⅷ、ae. Ⅸ、bc. Ⅹ、bd.Ⅺ、be. Ⅻ)脳神経である。 

 暗闇で錐体の閾値以下の弱い光の星を両眼で観察した。星が見えないのは、星が図 1 の(M5)(a. A、b. B、c. AB 両方、d. AB 以

外の場所）に投影された場合である。片眼で同様に観察した場合は、(M6)(a. M5 と同じ場所で見えない、b. M5 と異なる場所

で見えない、c. M5 と同じ場所に加え異なる場所でも見えない、d. 見えない場所は存在しない)。 

 網膜の一番外側（角膜から最も遠い側）に存在する細胞は、（            ）細胞と呼ばれる。ここに存在するイ

オンチャネルにより眼球には、角膜側に対して網膜側が(M7) (a. ＋、b. 0 V、c. －)となる電位差が存在する。この電位差を計

測する方法が（            ）である。 

 図 2 は大脳の(M8)(a. 外側面、b. 内側面、c. 上面、d. 下面)を示している。一次視覚野は、図 2

の（         ）（あの溝の名称）の周囲に存在する。視野の周辺上部からの情報は、図

2(M9) (a. A、b. B、c. C、d. D、e.A-D 以外の場所)に入力される。左脳の一次視覚野には、(M10)(a. 

左眼、b. 右眼、c. 両眼)からの入力が入る。 

II.１）図 3 は、視覚の伝導路を示す。A の部位に伝導傷害が起こった場合、どのような視野欠損が起こるか（あるいは起こらないか）。

それぞれの眼について当てはまるものすべて、選択肢から選びなさい。 

選択肢：a. 左上四半盲、b.左下四半盲、c.右上四半盲、d.右下四半盲、e.視野欠損はない 

（解答欄の一覧） 
 左眼 右眼 

A M11 M12 

２）図 3 で、以下の a-c を指し示しなさい。左右に存在する場合は、どちらかを示せばよい。 

a.視索、b.外側膝状体、c.マイヤー係蹄 

Ⅲ.１）以下の空欄を埋め、また下線部の選択肢のうち最も適当なものを選びなさい。 

 錐体路の障害の運動麻痺は、急性期には（       ）麻痺が生じ、慢性期になると

（       ）麻痺に移行する。慢性期になり麻痺が変化するのは、反射の亢進が原因である。この反射の受容器は

（       ）である。この時、足を(M13)（a. 素早く背屈、b. ゆっくりと背屈、c.素早く底屈、d.ゆっくりと底屈）させる

と、背屈と底屈を繰り返す運動が観察される。足に見られるこの現象を（        ）と呼ぶ。錐体路障害では逆に反応が低

下する反射もあり、（        ）のような表在反射は消失する。 

A B 

図 1 

図 2 
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左眼 右眼 
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２） バビンスキー反射について、どのような人で見られるか、検査法と反射パターンを説明しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

３）運動野の手指領域の錐体路細胞は、手指筋に運動指令を伝える。右

脳から手指筋の経路のうち最短の（シナプスの数が最も少ない）経路を、

図４に書き入れなさい。右側の錐体路細胞はどこに存在するか、下行路

は同側に存在するか対側か、シナプスは何個存在するか、脊髄ではどの

部分を下行するか、(下位)運動ニューロンはどこに存在するかがわかる

ようにすること。また、以下の部位を図で指し示しなさい（内包、錐体、

錐体交叉）。 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ．次の各問の文章を読み、下線部①②がともに正しければ a、①のみ正しければ b、②のみ正しければ c、両方ともに間違ってい

れば d にマークしなさい。 

(M14) 乳児をあお向けに寝かせ顔を右に向けた。反射的に伸展が見られるのは①左上肢と左下肢であり、この反射は②緊張性迷路

反射の一種である。 

(M15) 体幹に上から見て反時計回りの回転（左回転）を加え始めた場合、受容器細胞が脱分極する感覚受容器は①左水平半規管で

あり、受容器細胞が過分極する感覚受容器は②存在しない。 

(M16) M15 の回転では、①左向きの眼振が生じる。カロリックテストでこれと同じ眼振を起こすには、右耳に②冷水を注入する。 

(M17) 患者に、頭を動かさず眼を右に向けるよう指示した。右眼は右を向いたが、左眼は動かなかった。輻輳は出来た。この場合

疑われるのは、①左の②動眼神経の異常である。 

(M18) 患者は呼びかけでは開眼せず、痛み刺激で短時間開眼した。質問には応じず、「う～っ、う～」とうなり声を上げている。GCS

を用いると、この患者の開眼状態は①2 点、言語反応は②2 点である。 

(M19）運動技能の習得は、非陳述記憶の中の①作業記憶に含まれ、関与する脳部位は②小脳である。 

図 4 
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(M20) 一般的な古典的条件付けに関与する脳部位は①小脳であり、条件情動反応に関与するのは②扁桃体である。 

(M21）海馬の長期増強では、グルタミン酸受容体である①AMPA 受容体のブロックがはずれ、②Na イオンの大量流入が起こるこ

とがきっかけとなる。 

(M22）両側海馬が損傷された場合の症状として、短期記憶は①失われない。また、損傷よりずっと前の長期記憶は②失われない。  

(M23）神経筋接合部の異常で、筋線維のアセチルコリンに対する感受性が上昇し、ピクピクと引きつるような筋肉の収縮が起こる

現象を①痙縮と呼び、②錐体路障害の患者で見られる。 

(M24) 深い睡眠状態の脳波では①高振幅徐波が見られ、②脳死でも同様の脳波が見られる。 

(M25) 誘発脳波の一種である①聴性脳幹反応は脳死の判定に用いられ、例えば脳死状態で末梢神経のみが活動できる状態では②2 波

以降のピークが見られなくなる。 

(M26) 脳波の①β波の周波数はおおよそ 10 Hz であり、②覚醒開眼状態で観察されることが多い。 

(M27) ①中脳黒質緻密部のドパミン細胞は報酬系に含まれ、薬物依存に関わることが多い。この細胞は、大脳基底核の②尾状核に

軸索投射し、快感をもたらす。 

(M28)うつ病では、恐怖など負の情動にかかわる神経核である①側坐核に②活動上昇が見られる。 


